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ライブセルイメージ
の新展開
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<概論>最新イメージングＮＥＭ
田中順子，三輪佳宏

現在，顕微鏡をはじめとするイメージングに関する進歩は著しく，特に今年は各社からさまざまな動きが

みられる．本項では簸新の動向も含めて現在可能になっている装置や技術に関して概観し紹介したい．こ

れから自分の研究にどのようにイメージング技術を取り込んでいけばよいか，本特集が方向性を考える助

けになれば幸いである．誌面の都合上，広く浅くなってしまう点はご容赦いただきたい．興味のある内容

に関してさらに詳しく知りたい方や．イメージングにあまりなじみのない方は、さまざまな解説書')～:'｝
にあたったり、ぜひ学会のブースに立ち寄って各社の担当者に細かい突っ込んだ質問をぶつけてほしい．

装置に関して

１１．蛍光顕微鏡

顕微鏡に関述する進歩は著しく，フィルターなども

含めて光学系そのものもまだまだ進化をﾙﾋﾞけている．

またＣＣＤやＣＭＯＳをはじめとしたさまざまな'１蝋体

素子が組込まれ為ことで，新しいイメージングのⅡ｢能

性が広がりつつある．

ライカ社からは，今年いくつかの新しい技術が製品

化される．ホワイトレーザーと音響光学紫｡ｆである

AOTFの組合わせによって，どんな色でも好きな波腱

の光をレーザー光として取り{Hせるようになる．蛍光

の励起にレーザー)上を用いる利点はいろいろあるが，

これまでは発振している波腿が限られているため，必

ずしも使いたい蛍光色紫や蛍光タンパク質に対して1,1

迫な彼氏が選択できないことがあった．ホワイトレー

ザーはこの'31題を|W決してくれると期待されている．

もう１つの大掛かりな装置が，ＳＴＥＤ顕微鏡であ

る４〕・アッペの回折限界があるため．どんなにＮＡの
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大きなレンズを使ったとしても２００，ｍ以下に光を絞

り込むことができない．ということは､それ以上の分

＃Ｉ能を１１}すことはできず，レーザースキャンニング馴

微鏡をllIlっても，llli雛が2()()nJｎ以下の２つの点を,11Ｎ

別することはできない．しかし爽隙に淵'''１２１ﾉﾘにある

ファイバーやドットはもっと細いし小さいので，当然

もっと高い解像度で観察したい．そこでこの1111題を解

決する〃注として，S1efanHell仲-上らが199`1年に苑

災した勝灘放lⅡ抑制（STimulatedEnlissionDeplc、

tion：ＳＴＥＤ）の原理を使うSTI2Dllli微鈍がいよい

よ製品化される．原理を簡単にいうと，中心半径が

２００，ｍ以下のドーナツ状の長波長のレーザーを励起

ターから取り出して撮影すると．どうしても細かい状

態が変化してしまうため，いっそＣＯ２インキュベー

ターの中でそのまま搬彩できるようにしてしまおう．

という発想がある．オリンパスのＬＣＶI()0（オリンパ

ス社協賛記事参照）をはじめ，アステックのＣＣＭ，

ニコンのBIoStationなど，さまざまな渋IITが各社から

発売されている．またかなり簡便な工夫で安定した状

態を実現することを目指した小型な蕊『ｔ（コアフロン

ト社協賛記事参照）なども(I}てきている．

また蛍光が命が測定できる装雌として，ライカ社か

らＦLIMが出ているほか，三井迭船のFlicymcのよう

にフローサイトメーターで測定が可能なものもある．

光と箙ねて照射すると，重なi)部分にある蛍光分子を

１Wすことができるため，励起iliii1jlを2()０，１，以「にす

ゐことができ，解像艇が｣二が為というものであ為．た

だし，まだまだ使える蛍光色紫が限られていあなどの

ＩＨＩ題点もあ1)，今後の開発が期待される．

カールツァイス社も，およそ１０年間基本モデルで

あった５１０シリーズから，今年新たな７１０シリーズに

フルモデルチェンジする．これは特定の''1かを変えた

というよ')は，光学系のあらゆるパーツを兇『皿，と

くにバックグラウンドの蛍光を抑えることで闘いコン

トラストを実現することに成功しているらしい（カー

ルツテイス社担当巷談)．また，最初にスペクトル撮

影を可能にしたＭＥＴＡも新しいQuascl･にな')，３２

個のIﾋﾀﾞ11されたＰＭＴで検川するだけでなく，ｌＭ波腿

側と１２波焚側にさらに１つずつのＰＭＴがlFuIiltされた

光学系になっている．

lIlli慨から詳細な情報を取り}{}すための解析系とし

て，オリンパス社のＣＥＬＡＶＩＥＷは非11irにlllill1い、以

1iIIK,１６きれていたLSC2での経験をＭ１:})込んで，研究

若が欲しいと態じろ細部にまで行きAllいた解析手段を

提供している．特にモニター上で直感的に理解できる

ように工夫されている点が好ましく，個々の細胞の蛍

光強度を数lih化してフローサイトメーターの両而のよ

うにプロットを茨示してくれる．これをゲートで囲う

と，その蛍光強度の細胞のイメージング慨をII1Ii而｣:仁

斐示してくれる．イメージング像から新しいＩ１ＩｉＷｌをｊＩｌ

出するうえでの強力な武器になるだろう．

またもう１つの方向|flZとして、ＣＯ,｣インキュベー

U２．発)1`顕臓鏡

発光顕微鏡としては．オリンパストl:のＬＶ２()０と

ＡＴＴＯ社のセルグラフが発光されていあ．発)bが蛍

光に比べてよい点としては,①励起光を:!iてる必要が

なく観察による光毒性を避けることができること，②

どんな細胞にもＮＡＤＨなどの自家蛍光が存在するた

め,蛍光観察の場合には、家蛍)１６より低い蛍光強皮の

変化に関しては解析が難しいが，細胞のｎ京発光は非

常に少ないため，わずかな発光litの述いでも検出でき

ることがあげられる.ただし時1111に１N)しては，露光時

IHIをある程度長くとる必要があるため，ＩＩＬすぎる現象

の搬影はまだまだ雌しい、結局，「Ｔｌい現象，短時,,,)の

llit形，高解像度には蛍光を，腿,,＃１，１，の辿統搬彫，低い

バックグラウンドでの搬影には発光を，というﾉくまか

な使い分けは考えられるが，プローブのI:犬や装置の

セットアップ次第でいろいろな１１J能,''１１があ}),そこが

研究軒の腕の見せ所でもあろう．

１３．ノｈＷｖＤイメージング

生きたマウスでのハバイvOイメージングに11Uしては，

Xcnogcn社が発光イメージングシステムのＩＶＩＳシ

リーズを出して以来，発光でも蛍光でも非常に多くの

装悩が発売されている．飛若が所凪している筑波大学

上|昌命ｆ;}学動物賛源センターのＰｌ】cnomcLabでは，図

１に示すようなラインアップでさまざまなＨ的の蛍光

イメージングを引き受ける体liUを艦えている．

また近年，マウスやラットなどの'ＭＷ物川にコンパ
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Ａ低倍率 ＜ ＞高倍率

マウス全身像

(＞０２倍】
細胞臓器（肝：２５倍） 組織（肝：175倍】

(骨格筋＞200倍】
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図１蛍光、v〃oイメージング像（提供：筑波大学生命科学動物資源センターPhenomeLab）

Ａ）一般的な蛍光Ni】影．KaedeTgマウスをキーエンスのＶＢ－ＧＯ５とVB-G25．およびオリンパスｌＶ１００で撮影．Ｂ）液晶

同鯛フィルターを使ったスペクトルＣＣＤカメラでの撮影．通常の掴影（RGB）てはわからない微弱芯赤い蛍光成分（矢印）

でもはっきりと識別できる

クトになった，ＣＴやＰＥＴ，ＭＲＩ（ＤＳファーマバイ

オメディカル社協賛記事参照）も続々と発光されてい

る．これからは，発光とＣＴなど，複数の撮影方法を

TIIね合わせおことによって，位Wi,'１１１報の懲ｌＩＩｔをinjめて

いく゛に夫が必要となる．実際にそれを狙って１台でＸ

線と蛍光ljtM;ができるＫＯＤＡＫ社の装置なども出始

めている．

またスビニングディスク式共焦点（横河電機社協賛

:８頭参照）や２光．､柵1超MH微鈍を使って，ｊＪＷ八'０での

深き方1ｲﾘのhIi報も含んだ商解像度搬影も行われている．

ノｎＷｖｏ用の蛍光色紫としては，オリンパス社から

Visen社の近赤外の蛍光色素シリーズの販売を開始し

ている．実際かなりの売れ行きで，マウスイメージン

グに取り組んでいるさまざまな施設で利用されている

ようである．これらを利用して例えば血符造形をしな

がら蛍光タンパク質を発現する部位を詳細に特定する

など，複数の蛍光を711tねて観察するマルチカラーイ

メージングという蛍光搬影の最上の利点を発揮できる

(図２）．

近赤外の色紫を使う上で１つ気をつけなくてはなら

ない点として，本来のＣＣＩ)カメラの紫･'は赤外部に

も感庇をもつのだが，そのｃｃl)紫jzのIiiに赤タトカッ

トフィルターが収})つけられているものが多いことで

ある．熱によるバックグラウンドを避けるためにやむ

を得ないのだが，いざ近赤外の色素を使ってイメージ

ングを行いたい｣功合には，大きなljlT響になっている．

内分で光学系をセットアップする塒合には，そのカメ

ラで木ＥＩＩに搬影が可能かどうか，よく確認することが

箙要である．

プローブ技術に関して

これまで蛍光タンパクＩＩＴは，科学的な研究にはこれほ

ど梓及しているにもかかわらず，必ずしも創薬のための

ツールとしては一般的ではなかった．その理由は，単に

｢GFPのライセンスネ:}が商すぎた｣からであるが．すで

にその状況も一変している．理化挙研究所の宮脇敦史ら

從験医雑Ｖ０１．２(ｉＮ().９（６）１冊･）２００８ＭＯＨ
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創藥への本格応用

イメージング技術は，これまで以上に本格的にｶﾞﾘ獺

に利１１)される時期にきていると思われる．特にケミカ

ルライプラリーからの探索において，これまでと述っ

た折概でのスクリーニングを爽現できる可能性は,Ｉｌ１Ｈも

が感じるところだろう．そうなると必要なのが，ハイ

スループット化のための技術である．本特災の八ｍ３１．

摩ｌａｍ社の記事のように，それに向けたプロープも１１ｔ

要であるし．ｌ刊動撮影・判定ができる渋IFt67K1奥であ

る．この蕊|if類もいろいろなものが１１'ていて而口いの

だが，路面の都合でまたの援会に談ることにする．

さらにはソフト開発も重要である．明視野像をみて，

細胞の数を数えられない人はいないであろう．人1111の

Ｉ１は総合的に明暗の1W報を判断して，細胞の境界を'ドリ

定できる．しかしＩﾄﾞﾘじことができるﾄﾞl1miIﾙ'1Wfソフトは

まだあまりよいものがなく，細胞の判定は核の蛍光染

色に頼っているのが実梢である．品近，インドやリト

アニアといった国の開発蒜が作ったアルゴリズムやソ

フトもⅡ}てきているように，ソフト開発の能〃は，組

織もIxlもIRI係なく個人の能刀だけの11111mでああので，

｢我こそば」という人達にはぜひ活ＩＭＩしてもらって，ロ

本発の優れたソフトを商品化してほしい．

DsRec Angiosense750

図２マルチカラーイメージング例

ＤｓＲｅｄを全身に発現するＴｇマウスに血管を染める

AnRiDsense750を投与し，オリンパスｌＶ１００で撮影

のグループで開発された蛍光タンパク質(Ａｍａｌｇａａｍ

社協賛記事参照)は医学生物学研究所を皿じて，また

ロシアのLukyanovらのグループのものはEvrogcn}I：

(１１本での代flu店は和光純薬I苫業社)をj、じて，安川iに

ライセンス契約することが可能となり，一般企業が安

心して研究開発に利用できる状況になってきている．

また，イ｢機化学分野の研究者による，優れた機能を

もたせた低分子蛍光プローブの1＃1発も盛んになってき

ている．

となれば，これまでは大学などの研究者にとって，

自分の研究目的が果たせればそれで終わりだったかも

しれない蛍光プロープについて，「創薬スクリーニン

グへの応用の可能性は？」といったことを粁段から考

えてみるようにすることも箙笑だろう．おそらくその

ままで使えたり，ちょっとした工夫を追加するだけで

刺薬用の優れたプロープになりうるのに，見過ごされ

ているものが多いと思われる．
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協賛企業記事 AmaIqaam有限会社

蛍光イメージングによる

生細胞内のタンパク質間相互作用解析
Amalgaam有限会社技術１M発:１１

唐澤智同

近年、ポストゲノムにおけるプロテオミクス研究が盛んに行われており，そのなかでもタンパク質間相

互作用解析は，創薬ターゲットの探索を行ううえで注目されています．また，生きた細胞の中でタンパ

ク質を追跡するためには､遺伝子融合で目的タンパク質に蛍光ラベルができる蛍光タンパク質が有用で

す．ＣＯ煩/h/UeoFluo-chaseKitは．蛍光タンパク質を利用した細胞内でのタンパク質間相互作用を蛍光シ

グナルとして検出できるキットです．

ＣＤﾉｮﾖﾉﾉLA｣ｅ②FIup-chaseKitとは

このキットは，タンパク質断片コンプリメンテーショ

ン法（proteinfragmontcomplementationmethod）をも

とにして，タンパク質間の相互作用を蛍光シグナルとし

て検'1吋-ろことができます．レポーターに用いているの

は紬色蛍光タンパク衝Ｃ()ｍ"meoomon()lIwri(、Ｉ(us．

【11)iTKl（iTccIl（nIK(;）です．この遺伝子を２つに分り1りし，

そのjH伝.jzM1rjf（、l（ＧのＮ末端側断片ｍｌ（()のＣ末jM

llllilfH･）にそれぞれ相冗作用解析をしたいIＩ的タンパク

質の遺伝j念を融合します．融合タンパク質として，細胞

に発現させたⅡ的タンパク質同士が相互作用を起こさな

い場合は蛍光シグナルは検(1)されません．しかし，Ⅱ的

タンパク賛1,1士がMl7I作)１１をすると，分制された、l<(111)ｒ

ﾊｰが蜜II1j的に近接し，局所的な実効濃度が上昇します．

その結鵬分割きれたＮ末端側断片とＣ末端側断片が蛍

光タンパク質としての立体構造をとり，蛍光を発するた

めの発色剛を形成します．本キットを利用することによ

')，111hｹタンパクlirllIIの州Jf作用に依存した蛍光シグナ

ルの検出がIIJ能とな')まず（図１）．

がら，タンパク質Ⅱ11相.反作)l】により形成されるタンパク

質似合体の}W造'よ多ｉ１Ｒ多械です．Ｈ１瓦作用解析したいタ

ンパク賀似合体によっては，相互作用した目的タンパク

質に対して，２つの蛍光タンパク質断片が立体的な不」し

合（大きさや位慨関係）から近接できず．蛍光,横川がで

きないという'１J能性も瀞えられます．また，１１的タンパ

ク質の過刺発jﾘ↓によって，細llalljWliがlllろjﾙ介も-聯えら

れます，そのようなときには，目的タンパク質の結合ド

メインのみを用いると有効な塒合があります．図２にｌ１

的タンパク質全長を用いた例と，結合ドメインのみをⅢ

いた例をご紹介いたします．

Ａ

ロ
ロ

ロ

蛍光発色

蛍光タンパク質断片との融合

Corw/IIuc'砥FIuo-chascKitでは，分割されたｍｌ(Ｇ過

伝jもＮｲﾐ端ll1rH･の５'末端Ⅲ’３'末端側，または，ｍｌ((j

jft伝｣亀Ｃ＊iIMIUrH-の５'ｵﾐ端０１リパ)'求端側に24アミノlHjl

からなるフレキシブルリンカーを挟んで．それぞれのIＩ

的タンパク質遺伝子を融合するようになっています．こ

れにより，目的タンパク質と蛍光タンパク質断片との怖

性や．位侭を検討できるようになっています．しかしな

図１目的タンパク質間の相互作用に依存した蛍光
発色

Ａ）ｎｌＫＧ断片が融合されに目的タンパク質ａとｂを同

一細胞内で発現させますＢ）目的タンパク質同±が相

互作用をして．ｍＫＧ断片同士の実効濃度が上昇します

ｃ）ｍＫＧ断片同士が会合し、蛍光タンパク質としての棡
遁をとって蛍光を発するようになります．

突験医学ＶＯＬ２６Ｎ０．９（６月Ｈ･）２００８１４１【０
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図２HeLa細胞での相互作用検出例

Ａ）相互作用することが知られているタンパク賀のペアとしてロＭＡＰカスケード系で有名なＲＡＦ１とMAP2Ｋ］を週ぴ，ｍＫＧ

のＮ末jMMUi片にはくプチドリンカーを介してＲＡＦ１を．ｍＫＧのＣ末jIMlVi片にはペプチドリンカーを介してＭＡＰ２Ｋ１を結合し

／と融合遺伝子をHeLa細胞に同時に導入すると．細胞質にＲＡＦ１とMAP2Klの結合による蛍光が観察されます．Ｂ）癌に関係す

ることで知られるｐ5３（１～７０番アミノ酸）と．ｐ５Ｓに結合してユビキチンリガーゼとして働くＭＤＭ２（１～１１９番アミノ

酸）の結合ドメインのみを．それぞれｍＫＧ断片との融合遺伝子としてHeLal臼砲に導入すると網胸全体に蛍光が観察されます

創藥スクリーニングヘの応用 に核べろと，本キットは一定時１１１１後に瀞W(された相互作

〃}の収腱を、l(Ｇの蛍光シグナルとして一A(にプレート

リーダーなどで測定するだけでよく，多検体測定に適し

ています．一度，蛍光検出可能な条Ⅱ:を設定すれば，阻

害剤などの薬剤添加，温度変化などさまざまな条件下で

の相恥作用の変化をハイスループットに解析することが

可能になります．

Cbr;】/"(ＩＣ〃ＦＩｕｏｃ１ＩａＳｅＫｉｔにおいて，目的タンパク質

の相互作川によ})発色団を形成した蛍光タンパク質は解

離することがないとされていて，すでにｲ11.Ⅱ作用によっ

て蛍光を発している細胞にその相互作川に対する阻害剤

を添加して６．蛍光がiiv失することはありません．つま

I)，州『f作用が収雁として瀞繭するために，ｊｊｉいタンパ

ク質１１１１相互作用においても高感皮な解-折が行えます．

本キットは細胞内での相互作用検出キットですが，リ

コンビナントタンパク質を作製することにより，ｍｖｍ℃

でのアッセイも可能となります．本キットでポジティブ

コントロールとして川いているｐ５()とｐ(｝5の組合わせで，

大lIBMliリコンビナントタンパク質，ノノバ'/(ｒｏトランスレー

ション（大鵬iXj，コムギ胚芽，バキュロウイルス）で合

成したリコンビナントタンパク質などを用いても,プレー

トリーダーや蛍光分光光度計で蛍光検川できることを確

認しています．

911社では，１１t光タンパク質を１１]いたタンパクHrllllｲ１１瓦

作川のjW折技術として，蛍光共lルエネルギー侈助（fluo‐

rescencerCsoMncccncrgylmnsfcr：FRET）や蛍光相

互相関蛍光分光法（HuorescencecrosscorreIationspec、

troscopy：ＦＣＣS）にも力を注いでいます．ＦＲＥＴや

FＣＣＳではⅡ的タンパク質が相』Z作用をしている状態

(0Ｎ状態)，イⅡIf作lilをしていない状態（ＯＦＦ状鰹）の

両方をリアルタイムで検１１１できる利点があるのに対して，

本キットでは()Ｎ状態のみの職膿を響枇して蛍光シグナ

ルとして検出するという違いがあります．一検体ずつ．あ

る程度のシグナル３１．i１１１時間を必･喪とするＦＲＥＴ．ＦＣＣＳ

おわりに

当社では，医学．生物学に広く応用できる蛍光タンパ

ク質,また，蛍光タンパク質やそのlWrﾊ.（,nKG）に対す

る抗体をシリーズ化して収I)|iiiえてお}〕まず，最近では，

ご好評いただいている11ｔn体オレンジ色蛍光タンパク質

CbJ･aﾉﾉｿﾞu(P”nl0nomcricl(usabi｢aOranHcl（ｍＫＯｌ）の

蛍光jIilI皮1W強に焦点を合わせて１１Ⅱ発したCoraﾉHueo

monomericKusabira-Orangc2(ｍＫＯ２)を発売いたしま

した(肱ﾂﾋﾞＩよ[属学生物挙研究所)．．ぜひ、お斌しください．

ＡｍａⅢａｍＣｏ･Ｌｔｄ。

Amalgaam有限会社技術llU発郎

〒173.0004束京都板橋区板橘2.9-3
TEL：03.5943-2311

URL：http:"www､amalgaamco・jpノ
Ｂｍａｉｌ：§lIDnn｢↑⑤mhlco-Ip
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製品特集 ライブセルイメージングの新展畷

協鴬企業記濤 オリンパス株式会社

長時間タイプラプスイメージングを可能にした
顕微鏡システムが新規蛍光プローブの開発に貢献
～インキュベータ蛍光顕微鏡；ＬＣＶｌｌＯ～

捌l立行政法人理化学研究所脳科学総合研究センター先端技術閲発グループ細胞槻能探索技術開発チーム
独立行政法人科学技術振興機構ERATO宮脇生命時空間情報プロジェクト

インタビュー協力：沢里矛朝子氏．宮I開敦史氏

2008年２月に,理化学研究所（理研〉を中心とした研究グループから報告された画期的な蛍光イメージング

技術は、一般紙でも報逝され注目を集めた．この技術は新たに開発された蛍光プローブ“Fucci',（フーチ）

によるもので‘細胞周期をリアルタイムに可視化することをはじめて可能にした．Fucciの開発にはオリン

パス社の「インキュベーションイメージングシステム；LCV100」が重要な役割を果たしたという．本研究

の中核を担った宮脇敦史チームリーダーと沢野朝子研究員にお話を伺った．

(オリンパスは2008年４月より新商品「LCV110」を販売しており．タイトルは新商品の名前を使用した．木記事はそ
の前機種である「LCV100」について取材したものであるため．以下の表記は「LCV100」となっている．なお新商品
はいくつかのオプションが付加できるようになっているが基本槻姥は変わっていない.）

Fucci開発

「細胞周期をライブで観ることはできないもの

か」こうつぶやきながら，鱗28何分子生物学会

年会（神7-丁､2001年１２月）のポスター会場をぶ

らついていました．と沢野氏は1111発話を切りlll

した．その会場で１１l会った正井久雄氏（来京iil

立臨床医学総合研究所）から，ＣｄｔｌとGcminin

、

－１…'…｡‐ｍｅ､Ｈｐｖ１'ｗＷ’’ｖ，￣…￣Lj~……左から宮脇氏，沢野氏、オリンパス社の土屋氏（LCV100開発者）
の存在を教えていただいた．そうして「翌月には

Wj力的な遺伝子櫛雄作梁を[よじめていました」（宮脇氏)．もあＩ)がたい．「細胞剛Ⅲのjuj行をliLすことなく美しく可

Fucci袋Ｉよ’細胞周川の(;】IU1に7F(IiするＣｄＩ１を蛍光タン祝化する技術の１１１１発を11指し，Fucci光成に至るまで牧

バク質ｍｌ<０２（オレンジ色）で，Ｓ/G2/MjU1にYjYEすぁ多くのプロープを試すことにな')ました」（宮脇氏)．「ポ

Gcmininを蛍光タンパク質ｍＡＧ（緑色）で標識したプジコン，ネガコンを含め，多くのサンプル１１Mで比較検討

ロープである．原理の詳細は原著を参照していただきたができます．ＬＣＶ１００によって．イメージングデータを

い’・Fucciによって．これまでできなかった「細胞周期統計的に扱えるようになりました」（沢野氏)．

をライブで観ること」がはじめてできるようになった（図)．

Fucci,,,Ⅲ苑において活,M,したのが,生細胞をIiiIn,,,,にＩ研究者と企業との連携の芯かで
もわたって継統的にIill察できる１Ｍ(微鈍ｼｽﾃﾑであるＮＭＩ：育まれたＬＣＶ１ＤＤ
胞周期をモニタするプロープの導入によって淵1111世のｊｌｊｎ(ｌｒ'1初，｜酊像のデータ解析は必ずしも容易ではあI)ませ

制御が影響を受ける可能性がある．これを徹底的に調べんでした」と沢野氏は強調する．「8181のディッシュそれ

るためには，観察の1111,術に妥協のない培養環境を提供ぞれの複数カ所で画像を掘るような実験を組むと．デー

することが必妥だった．今皿使用されたオリンパス社の夕はどんどん膨らみます．金NMI｣夕方から月曜日朔仁か

｢LCVlOO」は，この必渓条件を満たす顕微鏡システムでけて取僻した画像データをJiX1)込んで雛理するだけで何

ある．「インキュペーター:lH体のLCV100は‐顕徹筑付嘱時１１１１もかかることがあI)ました．そこで，例えば．突験

のインキュペーター．といえるでしょう．iijJ察する細胞途中で不必要なデータをriI除する術を．ＬＣＶｌＯＯ開発担

の健康が約束されます」と沢1Hf氏は言い切る．さらにiijl111者の土屋氏と摸索しました．そもそも，数口から１巡

察する３５ｍｍデイッシュを８(Ｍ１まで納める橘成はなんと｜H1といった長時間のイメージングに允分に対応する顕微

爽験曜学ＶｏＬ２６Ｎｏ､９（６月屑･）２００８１４Ｔ２
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Fucciの細胞周期依存的な蛍光の変化

Fucciを恒常的に発現するＨｅＬａ細胞のライブイメージングからのデータＬＣＶ１００により細胞を迎続３日間タイムラプス

イメージングしに例細胞周露の進行に合わせてFucciの蛍光が赤一線→赤一緑一と変化することが確麗された．

図

鏡というものは１Ｍ｢例がなく，光源やコンピュータも含め

てさまざまな見直しを行いました．こうした密な辿挑が

なければFucci開発は実現しなかったでしょう」（沢野

氏)．多而的な改善を経て．2008年の４月より最新版の

LCv110がリリースされている．生物学実験の多械性を

轍iiiするに，このRli微鈍システムのソフトウエブとハー

ドウエア両方における機能拡張が今後とも望まれる．

jULl化･ヒンター(略称：BOCC)」を股Iinした．センターでは

Iilf報・意見の交換を通じて，次世代のライブイメージング

技術のM1拓をｐ指す．

文献

1）AsakoSnl[auc-Sawallo・llirosIlil(uroknwn,Toshi｢umi

Moril】luril`AkiIIallyu`IIiroshiIIllmHll･lInt3uki（)s;ｌｗＫｌ,

SnoriKashiwKlgi，ＫｉｙｏｋｏＦｕｋｉ１ｍｉ･T81knkiMiyala，

HiroyukiMiyosMTakesllillnnmura・Masnl】aruOgawa,

HisaoMasaiandA【sushiMiyawnki.：VisunIizingSpa、

tiotemporalDynamicsofMulticoⅡulilrCc1l-CycIePro・

Rression､CeIL132:､187罰198.February8,2008

合後の展望ョ企業への期待
「第一世代Fucciの開発が一段落して．ＣＯ期やＳｌＵｊなど

他の時期を識別で竃るI7ucciの開発も進めています」と

沢野氏．絵文発炎後には近外な分野からのｉ１ｌ１い合わせも

多いという．「さまざまな生物学的現象における細胞刷り］

制御の解明が期待されています」と宮脇氏．だからこそ．

｢LCVlOOが普Z史するためには．柔軟性を琴慮した改良が

不可欠」と付け加える．

研究者と企業という腱なる立場に在りながら．「ものを

(illろ」という点で，また蛍光イメージングを瀧命すると

いう点で，１１W氏とオリンパス社が共有するものは大きい．

｢常識を覆す製品を，企業が提案し開発することも重要．

製品ユーザーの声をもとにどれだけイマジネーションを

膨らませることができるか」と宮脇氏は企業をけしかけ

る言葉を残した．

〆 、

.;・Fucci

細胞周期進行に伴うＧ１期からＳ期への移行．すなわ
ちＤＮＡ複製の朋始を，生畑胞個々についてコントラス
トよく追跡することは困雌であるとみなされてきました．

それを可能にしたのがFucci、Fucciの腿発に貢献した
のがＬＣＶ・数多くのブローブ候補について細胞周期に与

える影響を検討するためには．長時間にわたって安定し
た培猛環塊を提供する顕微麺装圃が不可欠でした．Fucci
とＬＣＶを組合わせれば．培護社会における細胞周期の時
空間パターンを解析することができます．抗がん剤の肝
価など医撹分野での活躍も期待されます．、

ＯＵｙＭＰＵＳ。

YowVI$８０，．Ｏｕｒ「ｕｔｕｒｃ

オリンパス株式会社

おわりに

理研とオリンパス社は，2007年６月，：理研の脳科学総合

研究センター内に共同研究開発拠点｢理研ＢＳＩオリンパス

ＭＩＳマーケティング部
〒163-0914東京郷新宿区西新宿2.3.1
ＴＥＬ：03.6901-4521ＦＡＸ：03.3340-2590

ＵＲＬ：hMpWwww､olympusOcojpﾉipﾊisg
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製品特集 ライブセルイメージングの新展開

協賛企篝日事|横河電機株式会社

生体内分子イメージ
メタポリックシンド
病態解明

ク
｜
ン
ロ

東京大

￣

「生組織イメージング」てみる肥満脂肪

組織リモデリング

脂肪組織は長年「何もしない臓器」と考えられてき

た．しかし,近年のライフスタイルの変化（食龍活の

欧米化）に伴う肥満・メタポリックシンドロームの蔓

延により，脂肪組織はⅢ梯々な病気を引き起こす「活

発な代謝臓器」として－IMI，注月を浴びるようになっ

た。我々は，メタポリックシンドロームの病態解明を

目指し，肥満に伴う脂肪$IljWmのTWI'｝梁（リモデリング）

と機能興徽に注目してイメージング手法をＪ１]いて検討

している．

従来の切片標本を川いた奴察では，脂肪糺聯におけ

る血管やj$H綴間質に存在する細胞群の二次元的構造の

詳細は不明であり，生体内の助態も明らかではなかっ

た(E11a)．そこで我々は，「脂肪組織をよりよくみる

ために」レーザー共(((点顕微鋺を用いて生きたままの

組織をそのまま染色する「生組織イメージング手法」

を開発した．組織をマウスより取り出し，未固定のま

ま細かく切り出し，蛍光色素の入った培養液中でイン

キュベートし，生きたまま蛍光標識を行う．脂肪細胞

は蛍光標識された脂肪酸で，lhU1W9皮は蛍光標識レク

チンで，核はヘキストで染色した．木手法を用いて，

肥満に伴う脂肪組織リモデリングの隊細を明らかにし

た(図山｡)．すなわち，肥満の形成には血管新生が必

須であり，脂肪細胞分化は免疫細胞（マクロファー

ジ）・Iil管内皮細胞との相互作用の元で生ずる］｢がイ

メージングにより示された．これらのjNl織榊簗・細I(、

辿BLIは、ノリみのある脂肪組織をそのまま二次元的に画

像取得することで．はじめて可視化される．

「生体内分子イメージング」でみる肥満

|洞H藤:職と慢性炎症

従来，榔々な摘態に対する実験的アプローチとして，

細胞レベル（inviIro）・個体レベル（invivo）それぞ

れが独肛した実験系により評価されてきた．この両者

を結びつけるためには，「個体で細胞を鉱る」ことが

J12ilirに爪凹であると考え，我々はさらに「ﾋﾋ体内分-ｆ

イメージング手法」を1)H発した．木手法により全身臓

器の微小術現，細胞助態が可視化される．助脈硬化の

ように血管が主な傷害の場になる病態だけでなく，腫

瘍やメタポリックシンドロームにおいても，細胞､1J態・

血流・血艀機能といった生体内のダイナミックな変化

をとらえることはﾉﾄﾞｉｉｉに有用であり，馴織学的変化に

先行する肥棡に伴う初期の炎症fli変化を捉える１Fが可

能となった(図2)．

撮影方法を概説する．麻酔下のマウスに蛍光色素を

iii脈全身投与し，観察部位を切開・鰯出する．観察部

位を生EI1食堪水により湿潤した後，観察窓を,没け．マ

ウスを倒立MH微鋺上のチャンバーにおいて蛍光捌衆を

行う．生体内の高速で起ぎる珈象を捉えるには高辿な

画像取得は必須であるが，高速スキャンのul能な共魚

点ユニット（横河電機CSU)と高感度EMCＣＤカメラを

組み合わせた我々のシステムでは最小1ピクセル80,ｍ，

砿短1フレーム１，secの高時lH]・空1111解llUlllを述成し

図1生組織イメージング手法でみる服肪組織
ﾛ:従来の胴肪jIIl蝋切片標本，正常動物(｡bルマウス)．血管
l胤撫など胖細な構造は不明である．ｂ１ｃ：EiiたにINI発した生
組織イメージング手法によりとらえた０８週齢痩せ型マウス
(｡b/+)の白倉uﾖﾖ肪額鐘偉斉:li目肪細飽，赤:血管内皮，緑:砿．
解飼な翻逼榊乗が＝野亭鏑'ｦ明錬に描出されていろ．
｡：Ｂ週齢の肥満動物(dbJdb)顔肪組蝿．膣大した嗣防細胞と
ともに小且餓】防掴砲分化と血管新生(矢印)を鯉ぬる．
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●、■-

●－

卍

意］
｡＝再＝＄＝夢翠還笙=房Ｆ…’

．。．’【』
･`云富，）テ

ミ.~』愈,
.-亀.璽急岩

讐鑿篝誇４

ｑ
‐

ＣＬ－
SLpnq■■■■

-コｂｒＴｒZ￣

笈験医学ＶｏＬ２６ＮｏＯ（６）１号）２００８1４１４



’

;1誉
横河砺機株式会社

図２共焦点顕微鈍を用いたマルチカラー生体内分子
イメージング
a:正常動物〈oⅣ+マウス)闘肪組織中毛即日血管での血沈イメー

ジ・血管内を変形して滋れろ血球(赤色は血'j堰)が明葦に描
出されている．緑:FlTCデキストラン、赤:抗ＣＤ41抗体．ｂ：

正常動物(。b/+マウス)及びｃ:厘消動狗(oWobマウス)囲防組
織における鱈肝尻の血沈イメージ．FITCデキストランにより

可視化・肥満刷防組抵では．血ｗｍへの白血]E典・血小板の付

薗を醜める(図c中矢印)．。:肥満勘物(oblobマウス)における
白血球のrollinq・フ，クリジンオレンジにより可視化．

I！’

【
・
■

亀
nDlMTn-

Iｏｕｍ－ nDIJnl-
、、油【､、－

ておい二波長励起二被災観測による同時マルチカラー

撮影も可能となっている．

木手法を用いて，肥ＩＭＩ脂肪組織における微小術珊を

検討したところ，血僻911への、血球・血４版のrolling・

adhesionが増加していた．肥満脂肪組織中では１m旅が

間欧的に低下し，低酸索も腿められ，血管内皮・白１，

球・血小板の相互の活性化が肥満に伴う炎症を脂肪組

織微小循環内で増幅していると考えられた．

従来の生体内側察では，透過光による観察が容易な

Mjlm膜の微小術現を川いた研究が主に行われてきたが，

近年のスピニングディスク｣Ｍｉｽﾞ((点を初めとする光学側

察技術の改良,蛍光プロープの開発により,蛍光物質を

トレーサーとして，透過光観察が不可能な厚象のある，

様々な実質臓器のIil流観察も可能になっている(図3１

／￣
bz￣

α
、

図３各種魔器への
生体内分子イメー
ジングの応用別
口:骨格筋，ｂ:肝潔！

c1.8軒・糸球体の血
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●世界最速

対応可能
●励起光の

ブライトフィールド仕揃で､共焦点･非共焦点画像を

1台のカメラで孤影.１
セカンドカメラ仕棋で､多色同時撮影*’ と１オプション仕柤

。右閤合せ生

ライフサイエンス事業部創薬バイオセンター
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製品特集 ライブセルイメージングの新展開

協賛企業記事 ､Sファーマバイオメディカル株式会社

小型･メンテナンスフリー化に成功した
実験小動物用ＭＲＩ【ＭＲｍｉｎｉＳＡ】

｢高磁場永久磁石磁気回路｣｢省ｽﾍﾟｰｽで誰でも撮像可能はｼｽﾃﾑ１
ＤＳファーマバイオメディカル株式会汁

生きたままのマウス･ﾗｯﾄの内部力槻察できる実験小動物(ﾗｯﾄ,マウス)用ｺﾝﾊﾟｸﾄＭＲＩ【MRminiSAI

を用いることにより，これまでの実験ｽﾀｲﾙは大きな変化を遂げる.放射線を使用せず,生きたﾏｳｽ･ラット

に麻酔をかけた状態で撮像するので,動物へのﾀﾞﾒｰｼﾞを軽減し,長期間にわたって画像追跡することが

可能になった.本稿では【MRminiSA】の特徴を紹介したい．

１．コンパクト設計
生きたままの状態でその体内を観察できるﾗｯﾄ･マウ

スを中心とした安価で設魅場所を選ばない小動物ｲﾒｰ

ｼﾞﾝｸﾞ技術が急速に発達しているが,MRI(磁気共鳴

iIW惚法)に関しては，大型の超伝灘磁石を用いるため

特殊施股や専任の技術薪,多大な初期投資とランニン

グｺｽﾄを必要とし，ｺﾝﾊﾟｸﾄ化がほぼ不可能と考えら

れていた．このような理由から臨床では一般的なMRI

像を用いたラット･マウスの解剖学的評価が研究施設

ではほとんど実施できず,多くの病態観察は解剖など

により確認する以外方法がない状況であった．

【ＭＲｍｉｎｉＳＡ】(図1)は小動物用MRIとしては世界

初の1～2Ｔ(テスラ)の樹磁場永久磁気向路(lRl立金

属㈱NEOＭＡＸカンパニー)と筑波大学苑ベンチャー

がｲjするシステム技術(㈱エム･アール･テクノロジー)と

いう国内技術を結染した，漏洩磁場がほとんどない

(5ガウス漏洩磁場:半径1ｍ以内)動物実験施設エリア

内に設世可能なメンテナンスフリーｺﾝﾊﾟｸﾄMRIとなっ

ている．災際に助物爽験施股への

灘入災紙もあり，今後さらに多くの

実験施設での導入が期待される．|麹匿!｜
国璽瞳

2｡【MRminiSA】
導入のメリット

~藤｡＝＿

エー

■■■ 挑作にＩｌＵしては,錐礎研究から創

薬におけるルーチン評価まで様々な

研究者の方々に使用いただけるよう．

Windowsベースのソフトウエアを採

川するなど簡便性をnt祝している

また,本装世は搬像サンプルをiiii磁

jLMr内に慨き髄波を!((鮒するだけで

搬像ができるため,専任の技術者を

必要とせず,実験者が容易にデータ

を収得できるメリットがある｡

|■
L--●

闇'1．ＭＲｍｉｎｉＳＡ
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､Sフアーマバイオメディカル株式会社

ノーマルラット頭部 マウス脳梗塞モデル

鶉のLA

《蕊蕊
＝

Ｔ２強Ⅷ画像

３Ｄスピンエコー法

図2.正舗ﾗｯﾄ頭部画像

IMRminiSA】で使用されている磁石はオープンタ

イプの永久磁石を使用しているため,サンプルのセッティ

ングが非常に簡単になっているまた超伝導のように液

体窒素やヘリウムなどの寒剤を使用しないためランニ

ングｺｽﾄも1隆減できる.さらに,[｢1-1111体観察によりデー

タの橘Wi性が向上し安定した研究結果を得られるため，

使用IMI物を削減することにもつながっているこのこと

はコスト面を抑えることにもつながるが,動物愛護の観

点からも非常に重要であると考えている．

２，マルチスライス法

図3.マウス脳硬塞モデル画像

さらなる研究用途での応ﾉﾛが見込める技術といえるだ

ろう．

更に近年，臨床応用を視野に開発が盛んになって

いる，各種MRI機能造影剤の開発評価やこれらを

用いた新たな機能的イメージング手法が今後期待され

ている．

４.ディスカウントアカデミックモデル
によるニーズ対庵

現在，磁場強度と動物挿入｢1のギャップ長により

3ﾀｲﾌﾟの製品をとり揃えており，マウスを用いた高解像

度測定やﾗｯﾄでの創薬スクリーニングなど｢Ｉ的に応じ

た機種測定が可能となっているが,脚内技術から誕生

した｢ＭＲｍｉｎｉＳＡ｣本装置は今後も極々の技術革新

によりハード,ソフト,ウエット面からの進化が期待できる

弊社ではこのような状況を少しでも加速できるよう,現在，

マウス搬像を１１１心としたディスカウントアカデミックモデ

ルを設定しＩｮillﾉﾘの研究者の方々のニーズに対応でき

る製品改良を目指している是非,この機会に新たなイ

メージングツールとして｢MRminiSA｣の導入について

検討していただければ幸いである．

3.アプリケーションとＭＲＩによる

今後の展開
【ＭＲｍｉｎｉＳＡ】を導入することにより，創薬評価で

の脳梗塞や猫などの従来不可能であった，各種病態

モデル助物のj'2Ｖ〃oでの経過観察が行えるため，従

来の爽験データでは得ることができなかったifj報をjiljL

ることができる.MRIは柔部組織の解剖学的描塚に催

れており,①肱傷組織の観察(WI5）②脳梗塞の観察

(図3）③発生学的研究④側節炎の観察等が報告さ

れているが.PETや各種光学ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞなど位憤術報

に乏しい装世との融合両像評価で威力を発揮するため，

ノーマルマウス胸部 マウス腫癌モデル

器
ＤＳファーマ
バイオメディカル紐影剤

､Sファーマバイオメディカル株式会社

〒564-0053大阪府吹田市江の木町33番94号
TEL：066386.2164ＦＡＸ：O6-6337-1606

URL：htIpWWww・dspbio､coJp/himﾉindex､html
MAIL：Iabopro＠biods･pharma・cojp

適膨剤

３Ｄ高速勾配エコー法２，マルチスライス法

図4.正術マウス腹部造影画像図5.マウス腫癌モデル画惚
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製品特集 ライブセルイメージングの新展開

協賛企業記事 コアフロント株式会社

コアフロントが提供するｺﾝﾊﾟｸﾄで低コストの
培養細胞ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞシステム

｢ｾﾙｳｫｯﾁｬｰ｣と｢ｶﾙﾁｬｰﾊﾟﾙ｣を組み合わせた新ルル！
コアフロント株式会社

培蕊細胞がインキュベーターの中でどのように細胞分裂をしi形態変化を起こしているのかを，励画で観察したことのあ

る研究者は少ないのではないだろうか．それは今までのライブセルイメージングシステムには大掛かりな装置が必要で､

機械も高価なためだといえる．我々は,コンパクトで低コストの培養細胞ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞシステムの開発を目指し,小型の位

相差顕微鏡｢セルｳｵﾂﾁﾔｰ｣とｶﾞｽﾎﾟﾝﾍﾞいらずの培養を可能にする｢ｶﾙﾁﾔｰﾊﾟﾙCO2｣を組み合わせた.これに
より,低コストの機械と材料で､培養中の細胞をリアルタイムに観察し,タイムラプス画像を撮影することが可能となった．
さらに6枚のﾃﾞｨｯｼｭを同時に観察できる｢eDish回転ステージ｣をオプションとして組み合わせることで､条件の異なる

サンプルを一度にタイムラプス柵彫できるようになった．

1.｢セルウォッチャー｣とは
「セルｳｵｯﾁｬｰ｣は，非常にｺﾝﾊﾟｸﾄな倒立型の位相

差顕微鏡である(図1)．大きさはW120xH305xD200で，

小型のｲﾝキュベーターにすっぽりと収まってしまう．光学ズ

ーム機能もあり，商倍率で解像庇の商い両像を得ることが

できる.位ｲⅡ鑑像をUSBで出力してﾊﾟｿｺﾝ上で観察し，

卵用ソフトウェアを用いて，助面･怖止画はもちろん,タイム

ラプス画像もiii単に投影できる仕組みとなっている．

約1週１m以上保持することができる(図3)．

ガスポンペや商価なCO2インキユペーターが不要であるだ

けでなく，密閉して塔義するので細胞1mのｸﾛｽｺﾝﾀﾐネ

ーションを防止できる利点もある．このため再生医振や細胞

治択における細胞材料のiﾘﾘ製にも適しており，これからの

新しい細胞培猫スタイルであるといえる．

3.培養細胞イメージングシステム
この｢セルｳｫｯﾁｬｰ｣と｢カルチャーバルCO2｣を組み

合わせることで，簡単に行える培養細胞イメージングシステ

ムを開発した(図4)．そもそも顕微鏡のような輔密機械は湿
庇にｊｌｊＫ，1,1純にMn微鈍を尚湿度のｲﾝキュペーターに入

れるのは難しい.我々は気密ジャーと｢カルチヤーバルCO2」

を用いることで,この問題を解決した．これにより，湿度コン

トロールのない恒拙器の中に｢セルｳｫｯﾁｬｰ｣を被世して’

細胞培養をしながらの動画，静止画，タイムラプス画像の

搬影が可能となった．専用ソフトウェアで時間間隔などを設

定するだけで，全て自助でタイムラプス撮影を行うことがで
きる.まさに低コストでiwi扮なイメージングシステムを爽現でき

るiwi期的なツールである.

’－酸素・炭酸ガス,

2.｢カルチヤーパルＣＯ２｣とは
「カルチヤーバルCO2｣は,ガスポンベいらずの培菱を1iJ

iiEにする＃&酸ガスの発生剤である(閃2).使い方はｉｉｉ｣１ｔで，

１M用の気密ジャーに堵錠細胞と｢カルチヤーバルCO2｣を入

れて密閉し,恒温器(CO2コントロール不要,湿度管理不要）

に入れて堵蕊する．炭酸ガス発生から約30分～1時Ⅱで

気密ジャー内を約5％CO2濃度にしその後も5％の濃度を

'１吋他｡・で
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図3.気密ジャー内にカルチヤーパルCO2を入れて
密閉したときのCO2,02ガス濃度変化

図2.カルチヤーパルCO2(上）
と培養細胞を密閉する
専用気密ジャー(下）

図1.セルウオプチヤー，
倒立型の位相差顕微鏡
(W120xH305xD200）
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図5.HUVECに磁性微粒子をカチオン性ﾘｵ(ソームで被楓したMagneticcationicliposome(MCL)を取り込ませに後.磁気細砲パターニング法を
用いてマトリゲルコーティング培養ﾃﾞｨｯｼｭ上に田置しだ,配置後30分培養し､セルｳｵｯﾁｬｰにてタイムラプス撮影を行った(写真は
200分間隔)．細胞集塊の配置間隔は250回、､画像提供:伊野浩介先生(罰b大学環11蕊学研究科)．加謹竜司先生(名古屋大学生物擾能
工学専攻）

4.イメージングシステムの使用例
このｼｽﾃﾑを使うことで,細胞の形態変化を容易に観察

でき,下記のような様々な分野での応用が期待できる．

①磁気ビーズを取り込ませた細胞を培養ﾃﾞｲｯｼｭ上に配

世させ,細胞接瑞や伸展の様子を観察する(図5)．

②生体材料として生体吸収性ポリマーやコラーゲンなどの

細胞外坐質に対する接瑞性や形態変化を観察する．

③神経lIiIP細胞が神経細胞へ分化し,樹状突起や)lilj索を伸
ばす机子を観察する．

④ゲノム別薬研究におけるスクリーニングの初段階として，

候補過伝子のsiRNAをトランスフェクションし，細胞切殖

やアポトーシスヘの効果を調べる．

⑤Ｉ１Ｕ葉系幹細胞の上皮細胞への分化プロセスを観察する

⑥上皮細胞に柵巡伝子を発現させ,州の恕性化プロセス

としてＥＭＴ(上皮細胞様から線維芽細胞梯への形態

変化)を観察する．

⑦柵細胞の走化性から悪性度を評価する．

⑧初代培養肝細胞へ薬剤などを添加し,毒性試験を行う．

5,新発売！「セルウオッチャ－６国Ｄｉｓｈ

回転ステージ」
今回｢ｾﾙｳｵｯﾁｬｰ｣の新たなｵﾌﾟｼｮﾝとして戯の詞ツ

シユ(35ｍｍ)を同時に観察できる｢ｾﾙｳｵｯﾁｬ－６.Disb

回転ステージ｣の販売を1%1始した(図6).これにより,最大６

つの異なる条件下でのﾀｲﾑﾗﾌﾟｽili像を一度に撮影する

ことが可能となった.ガス浪度の保持には1)i述の紅帝ジャー

の代わりに気裕性の高い円型容器を)Ⅱいる.その''１に｢カル

チャーパルCO2｣と35ｍｍﾃﾞｨｯｼｭを入れて密閉し，「セル

ｳｵｯﾁｬｰ｣に取り付けた回転モーターにｾｯﾄする．専用

ｿﾌﾄｳｪｱで観察ﾎﾟｲﾝﾄや時lll間隔を設定し，撮影を開

始する.1枚のディッシュ内の複数の視野(合計99視野まで）

をｌｉ１時に1Mt影することも可能である．さらに，蛾影したiWji像

をmlliWに変換し6枚並べて再生できるのでｻﾞ多くの培狭条

件をすばやくlW1liに比較できるようになっている.この｢ｾﾙ

ｳｵｯﾁｬ－６Ｄｉｓｈ回転ステージ｣は,培菱細胞の形態変

化の観察や培装条件のスクリーニングにおける新たなｲﾒｰ

ｼﾞﾝｸﾞ解析ツールとして非常に有用なシステムである．
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図6.セルウオツチヤ-6-Dish回転ステージ(左)，気密性
円型容器(右上),専用ソフトウェア(右下）

～ カルチャーパルＣＯ２

龍REFRONT
RPORATlON図4.イメージングシステム｢セルウォッチャータイムラプス

スタンダード」

コアフロント株式会社
－デモ機無料貸出し中11-

是非この機会にデモ機をお試しください。

コアフロントはデモ機を無料で賃11｝ししています。

おMIIい合わせください。

1%wwMLco尼ｵrDmbcom

〒160.0008束京都新宿区三栄町19番地竹田ピル
TEL：O3-5366-1266FAX：03.5366-1276

E-mail：desk＠coreIronLcom
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